
授 業 計 画 

 

科目名 

『こころとからだのしくみ』 

講師名 

澤田 美奈子 

実務経験  有 ・ 無  

対象学科名 

 

介護福祉士学科  ２ 年 

授業の方法 

 

講義 

＜ 講 義 日 ＞ 

 

水曜日 3 限 

 

[ 授業の内容 ］（学習全体の内容）＊授業の全体像 

・生活支援の場面に応じたこころとからだのしくみ、および心身の機能低下や

障害が生活に及ぼす影響に関する基礎的知識習得を図る。 

・心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響、変化に対する観察のポインなど

を学ぶ。 

・国家試験を見据えた授業の実施。 

[ 到達目標 ] （どこまでのレベルまでを目標としているか） 

・日常生活動作に必要な身体構造と機能、心身の機能低下について理解できる。 

・こころとからだのしくみを理解し、介護実践に関連付ける知識を身に付ける

ことができる。 

 

 

[ 検 証 ]（学生の理解度を確認する方法）例）小テストの実施など。 

   

  小テストの実施 

   

[使用テキスト・参考文献] 

 

こころとからだのしくみ（中央法規） 

[成績評価の方法・基準] 

 

定期試験及び授業態度、出席率を加味

し、総合的に評価する。 

 

 

 

＊評価基準は評価記入用紙による。 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

1 解剖生理学振り返り 

2 入浴・清潔保持に関連したこころのしくみ 

3 身体機能の低下が入浴・清潔保持に及ぼす影響 

4 入浴が身体に及ぼす負担・観察のポイント 

5 入浴・清潔保持に関する振り返り 

6 正常な排泄・排泄に関連したこころのしくみ 

7 排泄に関連したからだのしくみ 

8 心身の機能低下が排泄に及ぼす影響 

9 排泄に関する振り返り 

10 休息・睡眠のしくみ 

11 心身の機能低下が休息・睡眠に及ぼす影響 

12 睡眠での観察のポイント 

13 睡眠に関する振り返り 

14 前期振り返り 

15 前期まとめ 

 

 

 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

16 『死』のとらえ方について 

17 『死』に対するこころの理解 

18 終末期・死後の身体機能の特徴 

19 終末期における医療職との連携 

20 視聴覚教材 『死生観について』 

21 視聴覚教材 『死生観について』 

22 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

23 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

24 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

25 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

26 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

27 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

28 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

29 こころとからだのしくみ 国家試験対策 

30 後期振り返り・まとめ 

 

 

 


